
川越市交通政策審議会

平成３１年度第１回審議会資料

平成３１年４月１０日（水）

川越市都市計画部交通政策課

【報告事項】

１．デマンド型交通における地区３（霞ケ関、霞ケ関北、川鶴、名細、山田、本庁の一部）の稼働状況について

【審議事項】

１．デマンド型交通における平成３１年度実施地区の選定についてデマンド型交通における平成３１年度実施地区の選定について
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報告事項 １．デマンド型交通における地区３（霞ケ関、霞ケ関北、川鶴、名細、山田、本庁の一部）の稼働状況について

１－１．川越市デマンド型交通運行開始記念式典の実施、運行車両装備及びカテゴリー別乗降場設置数

平成３１年２月１７日、笠幡駅において記念式典が行われ、翌日２月１８日から運行が開始となりました。

【運行車両装備】 【カテゴリー別乗降場設置数】

番号 カテゴリー 乗降場数

１ 医療施設 ２５

２ 商業施設等 １３

３ 医療施設/商業施設等 １

４ 公共施設 １４

５ 公共施設/商業施設等 ２

６ 交通結節点 ６

７ 交通結節点/商業施設等 １

８ 地域内（交通空白地域内） ６０

合計 １２２

車椅子用リフト

乗降用ステップ
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１－２．運行開始から１ヶ月間（平成３１年２月１８日～同年３月１８日）の稼働状況について

平成３１年２月１８日に地区３の運行が開始され、運行開始から１ヶ月間（平成３１年２月１８日～同年３月１８日）の稼働状況等について報告します。

【登録者及び利用者数】

①男女別登録者及び利用者数（３月１８日現在）

・登録者の割合は、男性が４４．６％、女性が５５．４％

・利用者の割合は、男性が２５．７％、女性が７４．３％

②登録者及び利用者の年齢別

＜傾向＞

登録者、利用者とも７０歳代・８０歳代の分布が多いことが分かります。

【利用状況】

①予約件数及び１日平均予約件数（※予約件数とは、登録者の延べ利用回数（総数）を示すものです。）

予約件数 ３１８件（２９日間） １日平均予約件数 約１１件

※２９日間のうち、１日の最多予約件数は２２件

単位 登録者 利用者（実人数）

男性 人 ２，８８２ ３７

女性 〃 ３，５８１ １０７

合計 〃 ６，４６３ １４４
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②曜日別利用件数 ③時間帯別利用件数 ④カテゴリー別乗降回数

＜傾向＞ ＜傾向＞ ＜傾向＞

平日の利用が多く、土日の利用が少ない傾向にあります。 午前中の利用が多く、夕方は利用件数が少ない傾向にあります。 医療施設の利用が多く見受けられます。

⑤利用者区分別人数（料金区分別）

・車椅子の利用は、１名・１乗車でした。

・介助者の同乗利用は、１名・１乗車でした。

(※70歳以上の障害者は障害者に分類）

利用者区分 人数 構成比（％）
一般 14 9.7
小学生 4 2.8
高齢者 118 81.9
障害者 8 5.6
障害児 0 0.0
未就学児 0 0.0
合計 144 100.0
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⑥乗車回数の多い乗降場 ⑦降車回数の多い乗降場

⑧乗降回数の多い乗降場

＜傾向＞

・霞ヶ関南病院の利用が多いことが分かります。

・赤枠で囲んでいる乗降場は地域内乗降場であり、交通空白地域に設置した乗降場が使用されていることが分かります。

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

10

乗降場名 カテゴリー 利用回数

B6:霞ヶ関南病院 医療施設 25

B5･A15:岸病院/名細郵便局 医療施設・商業施設等 19

名9:小堤東団地入口 地域内乗降場 16

D7:かすみ野 交通結節点 14

霞3:大笠自治会館前 地域内乗降場 13

霞2:のぞみ幼稚園入口 地域内乗降場 13

A2:エコスTAIRAYA川越霞ヶ関店/川越霞ヶ関北郵便局 商業施設等 12

B21:鈴木脳神経外科 医療施設 12

D4:鶴ヶ島駅 交通結節点 10

A17:川越笠幡郵便局 商業施設等 9

C3:霞ケ関北市民センター 公共施設 9

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

9

9

D4:鶴ヶ島駅 交通結節点 21

乗降場名 カテゴリー 利用回数

B5･A15:岸病院/名細郵便局 医療施設・商業施設等 20

B2:池袋病院 医療施設 19

B6:霞ヶ関南病院 医療施設 38

C8:西文化会館（メルト） 公共施設 13

B21:鈴木脳神経外科 医療施設 12

D5･A7:霞ケ関駅/サミットストア霞ヶ関店 交通結節点・商業施設等 16

B17:西部診療所 医療施設 13

B4:康正会総合クリニック 医療施設 10

名9:小堤東団地入口 地域内乗降場 10

霞2:のぞみ幼稚園入口 地域内乗降場 10

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

10

カテゴリー

医療機関

医療機関/商業施設等

交通結節点

医療機関

地域内乗降場

医療機関

交通結節点/商業施設等

地域内乗降場

20

20

24

23

23

乗降場名

B6:霞ヶ関南病院

B5･A15:岸病院/名細郵便局

D4:鶴ヶ島駅

B2:池袋病院

名9:小堤東団地入口

B21:鈴木脳神経外科

D5･A7:霞ケ関駅/サミットストア霞ヶ関店

霞2:のぞみ幼稚園入口

C8:西文化会館（メルト）

霞3:大笠自治会館前

利用回数

63

39

31

27

26

公共施設

地域内乗降場

21医療機関B17:西部診療所
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⑨利用回数別人数（利用者がこの期間に予約した件数）

＜傾向＞

・この期間において最もデマンド型交通を利用した方は、２６回（１人）でした。

・登録は行ったものの利用していない人が、約９８％となっていることから、現在、他の交通手段で移動していることが予測され、今後の移動手段の確保を考えて登録を行ったこと

が考えられます。

利用回数区分 人数 予約件数 構成比（％）

０回 6,319 0 97.8

１回 68 68 1.1

２回 49 98 0.8

３回 9 27 0.1

４回 7 28 0.1

５回 3 15 0.0

６回 4 24 0.1

７回 1 7 0.0

８回 1 8 0.0

１７回 1 17 0.0

２６回 1 26 0.0

合計 6,463 318 100.0
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審議事項 １．デマンド型交通における平成３１年度実施地区の選定について

２－１ 平成３１年度実施地区の選定について

（１）経緯

平成３０年４月１０日に、川越市交通政策審議会長から川越市長に、新たな交通施策に関する答申を行い、デマンド型交通の実施地区につきましては、「平成３０年度中に、地区 3

の１地区の運行開始を目指すこととする。残りの２地区については、運行開始に関する準備を進め、準備が整い次第、運行を開始することとする。」との内容でした。

答申後は、本市において、「平成３０年度中に、地区 3の１地区の運行開始を目指すこととし、残りの２地区については、運行開始に関する準備を進め、準備が整い次第、運行を開

始する」との決定を行い、平成３１年２月に地区３の運行を開始することとなりました。

■各地区の運行区域図
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（２）平成３１年度当初予算について

平成３１年度当初予算において、デマンド型交通に関する予算は、約２，４９２万円に決定しました。すでに、運行が開始されている地区３における予算が、１年間で１，０００万

円程度と見込まれるため、地区１及び地区２の運行に充てられる予算については、１，４９２万円程度となります。

なお、地区３の運行を開始するために発注した平成３０年度川越市デマンド型交通検討準備支援業務委託は、約８２１万円の支出であったことから、平成３１年度に２地区を委託に

より同様の内容で発注することとなると、単純計算では２倍の支出となり、地区１及び地区２の運行に充てられる予算を超過してしまうことが見込まれます。

＜デマンド型交通検討準備支援業委託の主な内容＞

・地区における交通空白地域のデータ作成支援

・許認可申請に関する支援（各種申請書の作成等）

・利用者登録申請書に関するデータ入力

・乗降場サイン（サインポスト・プレート・杭）の作成、設置

・各種資料（説明会資料・事業周知用の案内チラシ等）の作成 ほか

（３）平成３０年度における運行開始までのスケジュール（地区３）

平成３０年度中に地区３の運行を開始するにあたり、検討準備支援業務受託事業者及び運行事業者について、プロポーザル方式により選定を行いました。併せて、乗降場の設置のた

めの協議、住民説明会、許認可申請等を行い、運行開始までのスケジュールは以下のとおりとなりました。

■地区３の運行開始までのスケジュール

運行事業者の決定（プロポーザル方式）

住民説明会

その他準備

地区３実施までの実績

乗降場協議及び決定

許認可申請

車両準備

第一四半期 第二 第三 第四

平成３０年度

供

用

開

始

節 細節 当初予算額 説明

01報酬 02非常勤職員報酬 293,000 交通政策審議会委員報酬

08報償費 02賞賜金 10,000 愛称募集に関する優秀作品賞

09旅費 01費用弁償 6,000 交通政策審議会委員費用弁償

13委託料 01業務委託料 10,632,943 

10,000,000 デマンド型交通検討準備支援業務委託

632,943 封緘封入及びポスティング委託

14使用料及び賃借料 01使用料及び賃借料 1,002,960 

987,960 デマンドシステムリース料

13,000 審議会開催に伴う会議室等使用料（ｳｪｽﾀ川越）

2,000 審議会開催に伴う地下駐車場利用料（ｳｪｽﾀ川越）

19負担金、補助及び交付金 02補助金 12,977,850 デマンド型交通運行経費補助金

24,922,753 合計

■平成３１年度当初予算 デマンド型交通に関する予算
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（４）平成３１年度におけるスケジュール案

平成３１年度当初予算では、平成３１年度中に２地区の運行を開始することは非常に困難なことが見込まれます。さらには、地区３における運行開始までのスケジュールから見ても、

１年度で２地区の運行を開始することは非常に困難な状況です。

しかしながら、できるだけ早くすべての地区でデマンド型交通の運行を行うことが重要であることから、平成３１年度内に１地区の運行を開始した後は、予算を伴わない準備につい

て速やかに進めることが重要と考えます。その準備については、乗降場の協議が想定され、２０２０年度（令和２年度）を待たずに協議を進められれば、２０２０年度内にできるだけ

早く運行を開始することが可能となります。

したがいまして、平成３１年度のスケジュール案は以下のとおり考えられます。

■平成３１年度スケジュール案

（５）地区１と地区２の比較

平成３０年１月２２日に開催した第３回川越市交通政策審議会において、平成３０年度はさまざまな指標を用いて３地区を比較した結果、最初に地区３から運行を開始することに決

定しました。

したがいまして、いずれかの地区を選定する場合、今回につきましても前回と同様の指標を用いて、それぞれの地区を比較したうえで、運行地区を選定する必要があります。

なお、各指標は以下のとおりです。

１地区目

乗降場協議及び決定

運行事業者の決定（プロポーザル方式）

許認可申請

車両準備

住民説明会

その他準備

２地区目

乗降場協議及び決定

運行事業者の決定（プロポーザル方式）

許認可申請

車両準備

住民説明会

その他準備

地区またぎ検討

平成３１年度 ２０２０年度（令和２年度）

第一四半期 第二 第三 第四 第一 第二 第三 第四

供用開始

供用開始
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■比較表（地区１と地区２）

※1 面積は、ＧISデータより計測したものとします。

※2 人口、世帯数は平成２７年度の国勢調査人口より、５００ｍ人口メッシュデータを基にGIS により計測し算出したものとします。

※3 需要量は、平成２８年度川越市地域の交通実態に関するアンケート調査「年代別の利用率」［６４歳未満の利用率０．０６％・６５歳以上の利用率０．３１％］により分析し、

試算したものです。

地区１ ・・・ ｛（１７，１５３人ー３，８８８人）×０．０６％｝＋｛３，８８８人×０．３１％｝ ≒ ２０．０人

地区２ ・・・ ｛（２５，７６３人ー６，８７９人）×０．０６％｝＋｛６，８７９人×０．３１％｝ ≒ ３２．７人

（９）実施地区の選定について

上述した比較表のとおり、ほぼすべての指標で地区２が上回っており、平成３１年度の運行地区は、地区２を選定することが良いのではないかと考えられます。

したがいまして、平成３１年度内に地区２における運行を開始することとし、地区１における乗降場協議を同年度内から開始し、２０２０年度にできるだけ早く運行が開始できるよ

う努めることが望ましいと考えられます。

条件及び検討指標 地区１ 地区２

支会 芳野・古谷・南古谷・本庁管内の一部を含む 高階・福原・大東・本庁管内の一部を含む

地域面積※1 ３，５０８ｈａ ３，２０１ｈａ

人口※2 ４５，４６５人 １３０，０６９人

６５歳以上の人口（高齢化率）※2 １０，４４７人（２３．０％） ３２，９３４人（２４．９％）

７５歳以上の人口（高齢化率）※2 ４，０５６人（８．９％） １３，３６３人（１０．３％）

世帯数※1 １７，０１４世帯 ５３，９５７世帯

交通空

白地域

面積※1 １，２５３ｈａ １，３４３ｈａ

人口※2 １７，１５３人 ２５，７６３人

６５歳以上の人口（高齢化率）※2 ３，８８８人（２２．７％） ６，８７９人（２６．７％）

７５歳以上の人口（高齢化率）※2 １，６１９人（９．４％） ２，８７８人（１１．２％）

世帯数※2 ５，８６２世帯 ９，７１１世帯

需要量※3 ２０．０人／日 ３２．７人／日

平成３０年４月の川越シャトルの路線見直し等に伴う

地区における路線廃止や新設の状況

新規路線（４１系統）の運行により、交通空白地域が一部

解消

新河岸駅東西駅前広場への乗り入れ開始（４路線）により、

サービスが向上
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２－２ 参考

（１）地区１・地区２の交通空白地域の現状

① 交通空白地域の定義

川越市では、鉄道駅から半径 800m圏、バス停から半径

300m圏以外のエリアを交通空白地域と定義しています。

② 地区１・地区２の交通空白地域における人口分布の現状

地区１・地区２の交通空白地域において、１，０００人以上

居住している「500ｍメッシュ人口」が、地区２において多く

分布している様子が分かります。

（交通空白地域の人口が多いことを示します。）

【注釈】

「500mメッシュ人口」とは

平成27年度国勢調査の人口を500m四

方の隙間のない網の目の地域メッシュに

編成し、集計したデータです。平成 29年

6 月に総務省より公開された最新のデー

タです。

800m

300m

古谷

大東

芳野

地区３供用開始

地区１

地区２
福原

高階
南古谷

中心部

・鉄道駅から半径８００ｍ以上

・バス停から半径３００ｍ以上


